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1． はじめに 

近年，衛星画像を地震の解析に役立てようとする試み

がなされて来ている．なかでも，マイクロ波レーダを利

用した観測では樹木などを透過して地表を見ることがで

きるため，地震による地殻変動を捉えるのに有効であり，

さまざまな手法が提案されている． 

本研究では従来の手法[2]を改良し，マイクロ波レーダ

によって得られた地震前後の衛星画像に対して，位相限

定相関法を用いたブロックマッチングを行うことにより，

高精度に地表変位を推定する手法を提案する． 

2．位相限定相関法 

位相限定相関法[1]は 2 つの画像間の相対的な位置ずれ

を推定するための手法である．画像信号の位相に着目す

ることにより，サブピクセル精度の推定が可能である．

概要を図１に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2つの画像信号 f, gのフーリエ変換をそれぞれ F, Gとし，

以下に定義される式を計算することで，位相限定合成 R

を得る． 

 

 

 

R を逆フーリエ変換することによって，位相限定相関関

数 r が得られる．この r の相関ピーク座標を位相限定相関

関数のモデルによって評価することで，位置ずれを推定

することができる． 

3．提案手法 

提案手法のフローチャートを図 2に示す．入力として与

える 2 画像は，基準となる画像を Master 画像，それと比

較する画像を Slave 画像とする． 

ｓ 

 

まず，Master 画像上で変位を調べたい点を中心に小領

域画像を切り出し，Slave 画像からも同様の大きさの小領

域画像を切り出す．この 2つの小領域画像に対して位相限

定相関法を用いることで，2 つの画像間の対応点を見つけ

ることができる．次に，2 つの画像では観測位置などの違

いによる位置ずれが生じているため，Slave 画像の対応点

座標をアフィン変換により Master 画像の座標へと射影す

る．これにより位置ずれを補正し，Mater 画像上での変位

ベクトルを算出する． 

4．実験 

実験データは，2008 年 6 月 14 日に発生した岩手宮城内

陸地震の前後に ALOS 衛星に搭載された PALSAR センサ

によって取得された画像データを使用した． 

この 2つの画像について提案手法による実験を行った．  

Master 画像に変位ベクトルを 160倍し重ねて表示したもの

を図 3に示す．このとき，位置ずれ補正のためのアフィン

変換パラメータの推定に M 推定による手法を用い，位置

ずれ補正の誤差の中央値は 0.16ピクセルであった． 

 

 

 

 

 

 

5．まとめ 

位相限定相関法を用いてサブピクセル精度の変位推定

を行った．河川など反射が少ない点では対応点が取れず

変位ベクトルに大きな誤差が生じることがあり，注意が

必要である．今後は推定精度の検証を行う予定である． 
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図 1．位相限定相関法の概要 
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図 2．提案手法のフローチャート 

 
図 3．変位ベクトルの表示 
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